
小学校第６学年実践事例小学校第６学年実践事例小学校第６学年実践事例小学校第６学年実践事例

１ 単元名 私たちの生活と日本国憲法（大単元：みんなの願いをかなえるために）

２ 単元の目標

○ 地域の災害復旧への取り組みは，国民生活の安定と向上を図ろうとする地方公共団体や

国の政治の働きによるものであることを理解するとともに，政治の働きに関心をもつ。

○ 地域の災害復旧の様子や税金の使われ方，議会や選挙の仕組みなどの政治の働きを調

べ，政治は国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしていることを考えたり，日

本国憲法の理念と関連付けて考えたりしたことを適切に表現する。

３ 単元の評価規準

【社会的事象への関心・意欲・態度】

地域の災害復旧への取り組みや議会の役割，税金の働きに関心をもち，政治の仕組みや

選挙の在り方を進んで調べようとしている。

【社会的な思考・判断・表現】

地方公共団体や国の政治の働きや地域の災害復旧の取り組みについて，地方公共団体が

市民の願いを取り入れながら国と協力していること，政治は国民生活の安定と向上を図る

ために大切な働きをしていることを考え，適切に表現している。

【観察・資料活用の技能】

地方公共団体や国の政治の働きや地域の災害復旧の取り組みについて，各種資料を活用

して必要な情報を集め，政治の働きによって国民生活の安定と向上が図られていることを

読み取る。

【社会的事象についての知識・理解】

地方公共団体と国の政治の基本的な考え方や仕組み，災害復旧や防災のために地方公共

団体がそれぞれの地域の実態に応じて市民の願いを取り入れながら，国と協力して望まし

い施策を実現していることを理解している。

４ 大単元「みんなの願いをかなえるために」（総時数20時間）の計画

【私たちの生活と日本国憲法】 ８時間

1) 日本国憲法の前文を読み解き，その理念の大切さについて考える。・・・［２時間］

2) 市の政策と日本国憲法とのつながりについて調べ，話し合う。・・・・・［２時間］

3) 日本国憲法について自分なりのテーマをもって調べ，話し合う。・・・・［３時間］

4) 平和な社会の在り方について考え，話し合う。・・・・・・・・・・・・［１時間］

【災害復旧をめざす政治】 12時間

1) 東日本大震災時の経験や福島市の被害状況の様子について話し合う。・・［１時間］

2) 災害復旧にかかる税金の大切さについて考える。・・・・・・・・・・・［２時間］

3) 災害復旧時や災害を防ぐための市や県，国等の取り組みを調べ，

これらに携わる人々の努力について話し合う。・・［３時間］

4) 国会，内閣，裁判所の働きを調べ，考えたことを話し合う。・・・・・・［３時間］

5) 国会や市議会における選挙の大切さを考え，話し合う。・・・・・・〔１時間〕本時

6) 学んだことを振り返り，市の子ども議会への提案文を書く。・・・・・・［２時間］

５ 大単元「みんなの願いをかなえるために」の主張点

本大単元は，「私たちの生活と日本国憲法」の単元から学習を始めることで，前大単元で学

んだ歴史分野とのつながりを生かしながら学ぶことができると考える。まず最初に，歴史分野

で学んだ大日本帝国憲法と日本国憲法との違いを比較しながら，日本国憲法の前文を読み解い

ていく学習を行うことで，日本国憲法の理念の大枠やその大切さに気付かせていく。次に，実

際の市の政策と日本国憲法の理念とのつながりを考えさせながら学ぶことを通して，「基本的

人権の尊重」「国民主権」「平和主義」という三大原則の大切さに気付かせていくとともに，

次単元での子どもたちの学びの根拠となり，日本国憲法の三大原則を実際の政治の働きと関連

付けて考える姿につながるようにしていきたい。



次単元「災害復旧をめざす政治」では，学習や経験したことを基に，自分の生活と政治の働

きを関連付けて考えさせ，政治の働きをより身近に感じさせたいと考えた。そこで，子どもた

ちが経験した東日本大震災時の災害復旧の取り組みを中心教材として，単元を構成した。東日

本大震災時に子どもたちが実際に経験したことと復旧における政治の取り組みを関連付けて，

生活にかかわっている政治や日本国憲法の働きを捉えさせていきたい。そして，災害復旧の要

となった地方公共団体の政治の仕組みや税金の大切さ，国会，内閣，裁判所の働きについて調

べたり，考えたりする学習を行う。こうした学習を行った後に，本時では，国会や市議会にお

ける近年の投票率の低下問題にかかわって，福島市長選での投票率上昇のための取り組みにつ

いて考えさせることで，近い将来自分たちが有することになる選挙権の意味や大切さを考えさ

せたい。

こうした学習を通して，政治の働きと日本国憲法との関連に目を向け，現在の我が国の民主

政治が日本国憲法の基本的な考え方に基づいていることに気付かせていきたい。さらには，社

会に主体的に参画していく子どもを育んでいきたい。

６ 本時のねらい

投票率を上げることの必要性や意味について考え，話し合う活動を通して，国民が主権者

として政治に参加するために選挙がとても大切であることに気付くことができる。

７ 過 程

予想される学習内容・活動 教師のはたらきかけ

(1) 福島市長選において投票率が上 ○ 投票率の低下が全国的な問題になっている

昇した事実や県や市の選挙管理委 事実を伝える。そして，福島市長選において

員会が行っている啓発活動の実情 投票率が大幅に上昇した数値を提示した上

から，本時の問いをもつ。 で，県や市の選挙管理委員会が様々な努力を

している事実を押さえていく。

そこまでして投票率を上げる努力 ○ 県や市が啓発活動を行っても投票率の大幅

は本当に必要なのかな？ な上昇につながっていない事実から，予算や

労力をかけてまで努力する必要はないのでは

ないかと全体に疑問を投げかけることで，問

いをもたせる。

(2) 投票率を上げる努力の必要性や ○ 自分の考えをノートに書かせた上で，全体

意味について考え，話し合う。 で話し合わせることで，一人一人が自分なり

○ 国民主権との関連から の考えをもって話し合うことができるように

○ 議会の仕組みとの関連から する。

○ 日本の選挙権の変遷の歴史との ○ これまでの学習との関連から自分の考えを

関連から など 話したり，資料を提示しながら話したりする

子どもを称賛していく。

(3) 実際の場面を想定し，投票率を ○ 全体での話し合いを基に，自分の家族が選

上げることの必要性や意味，選挙 挙を棄権しようとした時にどのように話すか

の大切さを考え，話し合う。 という具体的な場面を提示して，グループで

・ 選挙で選んだ議員が政治をするのだか 話し合わせる。

ら，選挙に行くべきだ。 ○ 自分が選挙権を得た時のことを想定してい

・ 国民は選挙を通して政治に参加できる たり，国民主権との関連に目を向けたりして

主権者として棄権してはいけない。 いる子どもを大いに価値付け，全体に紹介す

・ 選挙したくてもできない時代を考え ることでねらいに迫っていく。

たら ,選挙できる権利を大切にすべきだ。

(4) 本時の学びを振り返り，自分な ○ 投票率向上の施策のアイディアをＨＰ上で

りの投票率向上の考えをもつ。 広く国民に求めている議員を紹介した上で，

自分なりの投票率向上のアイディアを社会科

物語を書かせる。


